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「教育の日　学校教育行事」

市内の小・中学校で、教育の日に
ちなんだ行事が行われ、南小学校
では、家族ドッジボール集会が行
われました。

エコ★ニュース
市内で事業を営まれている人は、
　固定資産税（償却資産）の申告が必要です
健康だより

人事行政の運営などの状況
「百字で伝える私の想い」入賞作品
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人事行政の運営などの状況 問　総務課　☎ 33-1025

　地方公務員法第５８条の２および南房総市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定
により、平成２５年度における人事行政の運営などの状況についてお知らせします。

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

（１）採用および退職の状況　

（３）年齢別職員数の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

（４）職員の初任給の状況（平成26年4月1日現在）

（２）部門別職員数の状況（単位：人） （単位：人）

（単位：人）

職　種 平成25年度
採用者数

平成25年度退職者数

定年
退職

勧奨
退職

普通
退職

その他
(死亡など ) 合計

一般行政職 10 12 5 6 0 23
保 育 士 職 2 0 0 0 0 0
技能労務職 0 4 1 1 0 6
医 師 職 1 0 0 1 0 1
医療技術職 0 0 0 1 0 1
看 護 師 職 1 0 0 0 0 0
合    計 14 16 6 9 0 31

部　  局 平成２5年
４月１日現在

平成２6年
４月１日現在

市 長 331 321
教育委員会 157 149
農業委員会 　4 　4
議会事務局 　6 　7
監査事務局 　2 　2
選挙管理委員会 　1 　1
病 院 　34 　36
水 道 　22 　20
合    計 557 540

注：常勤の教育長を含みます。

注：職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成 25 年 4月 1日現在の普通会計関係に属する職員数です。

注：常勤の教育長を含みます。

年齢 (歳 ) 18～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55以上 合　計
H25.4.1現在 9 32 74 100 104 74 81 83 557
H26.4.1現在 8 28 66 100 101 77 93 67 540

区　分 住民基本台帳人口
  ( 平成 25年度末 )

歳 出 額
　（Ａ） 実質収支 人 件 費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
平成25年度  41,405 人  23,787,539 千円 1,279,553 千円 4,156,032 千円 17.5％

区　分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費 B/A給　 料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計 Ｂ

平成 25年度 483 人 1,766,159 千円 198,102 千円 653,878 千円 2,618,139 千円  5,421 千円

職種
平成 25 年 4 月 1 日現在 平成 26 年 4 月 1 日現在

平均年齢 平均給与
月額（円） 平均年齢 平均給与

月額（円）給料 諸手当 給料 諸手当
一般行政職 44 歳 4 か月 378,805 342,778 36,027 44 歳 6 か月 383,045 343,421 39,624
技能労務職 50 歳 11 か月 267,664 248,945 18,719 49 歳 8 か月 266,526 245,351 21,174
教　育　職 38 歳 10 か月 322,167 309,804 12,363 40 歳 7 か月 341,939 326,374 15,565

区　　分 市 国

一般行政職
大学卒 174,200 円 172,200 円
高校卒 146,200 円 140,100 円

技能労務職
技能職員 138,800 円 ―
労務職員 134,700 円 ―
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３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（５）一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

（６）職員の手当の状況
・期末手当・勤勉手当

・特殊勤務手当（平成26年4月1日現在）

・その他の主な手当（平成26年4月1日現在）

・特別職の報酬などの状況（平成26年4月1日現在）

（平成26年4月1日現在）

・退職手当（平成26年4月1日現在）

・時間外勤務手当

注： 退職手当の１人あたり平均支給額は、平成 25 年度に退職
した職員に支給された平均額です。

区　分 １級 ２級 3級 ４級 5級 6級 7級 8級

合計標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
副主査

係長
主査

課長補佐
副主幹

課長
所長
主幹

部長

職員数 1 37 65 65 46 68 41 9 332
構成比 0.3％ 11.1％ 19.6％ 19.6％ 13.9％ 20.5％ 12.3％ 2.7％ 100.0％

１人あたり平均支給額（平成25年度） 1,354千円

平成25年度支給割合 期末手当
勤勉手当

2.60 月分
1.35 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級など
による加算措置（5％～ 20％）

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分  36.57 月分
勤続 35 年 43.70 月分   52.44 月分
最高限度額 52.44 月分   52.44 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　2％～ 20％加算
1 人あたり平均支給額 3,947 千円 24,736 千円

支給実績 (平成25年度決算 ) 4,638 千円
支給職員1人あたり平均支給年額
（平成25年度決算）  159,931 円

手当の種類 10 種類

代表的な
手当の名称

塵
じんかい

芥処理作業手当・塵芥処理事務手当・
収集業務手当・処理業務手当など

支給実績（平成 25 年度決算） 54,052 千円

支給職員1人あたり平均支給年額
（平成25年度決算） 111,909 円

扶養手当
・配偶者　13,000 円　・配偶者以外の扶養親族　１人につき 6,500 円
　　　　　　　　　　　（職員に配偶者がない場合、そのうち 1人については 11,000 円）
・満 16 歳の年度始めから満 22 歳の年度末までの子　　1人につき 5,000 円加算

住居手当 ・ 借家、借間の場合（月額 12,000 円を超える家賃支払い者）家賃月額に応じて、月額 27,000 円
を限度に支給

通勤手当 ・交通機関など利用者　最長期間の運賃負担額に応じて、月額 55,000 円を限度に支給
・交通用具など利用者　通勤距離に応じて、月額 24,500 円を限度に支給

区　　　分 給料月額など 期末手当 退職手当

給　料 市　長
副市長

830,000 円
694,000 円

（平成 26 年度支給割合）
6月期　1.875 月分
12 月期　2.025 月分

計  　3.90 月分

830,000 円×在職月数× 0.35
694,000 円×在職月数× 0.25

報　酬
議　長
副議長
議　員

413,000 円
360,000 円
337,000 円

開始時間 終了時間 休憩時間 勤務時間

8 時 30 分 17 時 15 分 12 時 00 分～ 13 時 00 分 7時間 45 分
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４　職員の分限および懲戒処分の状況

５　職員の服務の状況

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況

７　職員の福祉および利益の保護の状況

８　公平委員会の業務の状況

（１）分限処分者数の状況（平成25年度）

（１）年次有給休暇の取得状況
　　（平成25年4月1日
　　　　～平成26年3月31日）

（１）研修の実施状況（平成25年度）

（２）勤務成績の評定の状況（平成25年度）

（１）職員健康管理に関する状況（平成25年度）

（２）共済制度

（３）互助会制度

（１）勤務条件に関する措置の要求に係る事項　　　　該当する案件なし
（２）不利益処分に関する不服申し立てに係る事項　　該当する案件なし

　職員の職務遂行において発揮された能力などについて、毎年度評価を実施しています。

　職員の健康管理状態を把握し、健康被害や疾病の早期発見を行うため、定期健康診断、生活習慣
病予防健康診断、メンタルヘルス対策として心の健康相談などを実施しています。

　職員の掛金と事業主である市町村の負担金で運営されている、千葉県市町村職員共済組合およ
び公立学校共済組合の制度により、次のような事業を実施しています。
・健康管理のための生活習慣病予防健診、人間ドックの利用制度　
・家族の生活安定のための出産療養等給付事業
・家族の生活安定のための健康保持、心身のリフレッシュのための宿泊施設の運営

県内市町村などで組織された千葉県市町村職員互助会に加入しています。
　ア）運営　職員の掛金と市町村の負担金により運営されています。
　　　　　　■職員掛金（個人負担）　給料月額×4.5/1,000
　　　　　　■市負担金（公費負担）　給料月額×4.5/1,000
　イ）主な事業内容　各種給付事業、厚生事業（保険事業）

ウ）支出状況（平成25年度）

（２）育児休業および
　　部分休業の取得状況（平成25年度）

（３）介護休暇の
　　取得状況（平成25年度）

（２）懲戒処分者数の状況（平成25年度）

人事行政の運営などの状況

（単位：人） （単位：人）

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
0 0 ３ 0 ３

戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
１ １ ０ 0 2

平均取得日数 消化率
11.9 日 30.5％

区　分 育児休業
取得者数 (人 )

部分休業
取得者数 (人 )

男性職員 0 0
女性職員 8 0
合　計 8 0

区　分 介護休暇
取得者数 (人 )

男性職員 0
女性職員 1
合　　計 1

区  分 受講者数 (人 ) 備　　考

広域研修 50 安房郡市広域市町村圏事務組合が行う研修（新規採用職員研修、初級職員研
修、中級職員研修、課長補佐・係長研修、クレーム対応研修、接遇研修）

派遣研修 125 千葉県自治研修センター、市町村アカデミー、自治大学校が行う研修など

区　分 支 出 額 備　考
職員掛金 771 千円 人数 517 人
市負担金 771 千円

評 価 期 間 平成 25 年 4月 1日から平成 26 年 3月 31 日

対象者及び対象者数 全職員（臨時的任用職員、非常勤職員等を除く。）528 人
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地産地消運動2014の
料理コンテスト
入賞作品です

～料理コンテスト入賞作品～第2回
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総
食材使用 南房総食材を使ったハンバーグレシピ南房総食材を使ったハンバーグレシピ南房総食材を使ったハンバーグレシピ

【作り方】

【作り方】

【材料】（4人分）

【材料】（4人分）

ハンバーグ
①　 ブロック肉の大きい脂身を取り除き、フードプロセッサー

でミンチにする。
②　 玉ねぎをみじん切り、れんこんを粗いみじん切りにする。
③　れんこん以外の材料を合わせてこねる。
④　直径 5～ 6㎝、厚さ 1㎝の丸い形に成形し、両面を焼く。

ハンバーグ　牛・豚（ブロック肉）各200g、
玉ねぎ100g、れんこん200g、卵 1個、パン粉
1カップ、牛乳50cc、塩小さじ1、こしょう少々
たれ　ポン酢・つゆの素各100cc、トウモロ
コシ1本

ハンバーグ　ひき肉（鳥）300g、乾燥ひじき
10g、玉ねぎ 1/2 個、にんじん 1/4 本、しょ
うが大さじ 1、酒大さじ 1、片栗粉大さじ 1、
とろけるチーズ適量
カレーソース　トマト 1個、玉ねぎ 1/2 個、
ジャガイモ1個、カレー粉小さじ2、砂糖・醤油・
ソース・ケチャップ各大さじ1
仕上げ　とろけるチーズ適量、ミニトマト 8個
ピーマン 1個

優秀賞

塚
つかの

野　雄
ゆう

木
き

さん（三芳小 1年）

「れんコーン　ハンバーグ」

優秀賞

小
こしば

柴　龍
りゅうのすけ

之介さん（富浦小５年）

「焼きカレーひじきバーグ」

ハンバーグ
①　 玉ねぎ、にんじん、しょうがをみじん切りにし、戻したひじきを適当な長さに切る。ひじきは
仕上用に取り分けておく。

②　材料をよくこね、4等分したタネの中にチーズを入れて成形し、フライパンで焼き色をつける。
カレーソース　　　　
①　材料をミキサーにかけ、こす。
②　ハンバーグを焼いたフライパンにソースを入れて煮詰める。（水を足して焦げないようにする。）
仕上げ
①　ピーマンを輪切り、ミニトマトを半分に切る。
②　 グラタン皿にハンバーグとソースを入れ、仕上げ用の材料を飾り、取り分けたひじきを乗せて
オーブントースターで焼く。

タレ
①　 トウモロコシを削ぎ取り、肉汁を

拭き取ったフライパンで炒める。
②　 ポン酢・つゆの素を混ぜたタレ
にトウモロコシを入れ、ハン
バーグにかけて出来上がり。
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　環境保全に対する理解と関心を深めてもらうため、「エコライフ★カレンダー 2015 年」を作成しまし

た。12月 12日（金曜日）から無料で配布します。（なくなり次第終了）

「エコライフ★カレンダー 2015 年」を配布します

【今月の環境標語】

平成２６年度環境標語コンテスト　最優秀賞
富浦中学校２年　  進藤　ゆかり さんの作品

※収集日は、家庭に配布した収集カレンダーをご覧ください。

年末年始 12 月 27 日 ( 土 ) から 1月 4日 ( 日 ) までの、年末年始の『ごみ』
と『し尿』業務について、お知らせします。

カレンダーの内容
・「環境ポスター及び環境標語コンテスト」の入賞作品を掲載
・生活に役立つ「エコ情報」を掲載
・ ご家庭での二酸化炭素（CO2）排出量を簡単に計算できる「環
境家計簿」付き

配布場所
環境保全課、市民課、朝夷行政センター、各地域センター

◆ごみの持ち込み　受付時間

◆し尿のくみ取り

12/27
（土）

12/28
（日）

12/29
（月）

12/30
（火）

12/31
（水）

平成27年
1/1
（木）

1/2
（金）

1/3
（土）

1/4
（日）

【富浦・富山・三芳地区】
大谷クリーンセンター
☎57-2646

休 休 8:30～ 12:00
13:00～ 16:00 休 休 休 休 休

【白浜地区】
白浜清掃センター
☎38-4560 9:00

～
11:30

休 9:00～ 12:00
13:00～ 16:00

9:00
～

11:30
休 休 休 休

【千倉・丸山・和田地区】
千倉清掃センター
☎44-1263

12/27
（土）

12/28
（日）

12/29
（月）

12/30
（火）

12/31
（水）

平成27年
1/1
（木）

1/2
（金）

1/3
（土）

1/4
（日）

【富浦・富山・三芳地区】
鋸南地区環境衛生組合
☎55-0329

休 休 休 休 休 休 休 休 休

【白浜･千倉･丸山･和田地区】
千倉衛生センター
☎44-0084

休 休 休 休 休 休 休 休 休
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つ
い

て
は
、
や
や
意
外
だ
と
い
う
印
象
を
持

た
れ
る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
建
物
の
貸

し
借
り
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
き
、

「
事
業
者
」で
あ
る
貸
主
と「
消
費
者
」で

あ
る
借
主
と
の
間
に
お
け
る「
消
費
者
問

題
」と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
の

で
す
。

　

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
建
物
を
、
貸
し
た

ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
借
と
消
費
者
問
題

消
費
相
談
窓
口
か
ら

ネイサンの南房総滞在記④
ブラックウェル家のクリスマス Blackwell Family Christmas

　「アメリカ人は、クリスマスの時に何をするの？」と、ときどき聞かれま
す。実は、一般的なアメリカ人のクリスマスの過ごし方は知りませんが、
我が家の普通の12月25日について書かせていただきます。
　まずは朝ご飯です。メイン・ディッシュ
は、母の手作りのバターと砂糖がいっぱい
入っているシナモンロールです。ベーコンや
コーヒーなども食べ、かなりおいしい朝食だ
と思います。　　　
　次に、みんなと一緒にプレゼントを開けま
す。子どもの頃は、毎年クリスマスで興奮し
て眠れなく、午前５時ごろに起きたものでし
た。でも、やはり冬休みはのんびりしたいの
で、今は昼まで寝ます。みんながリビングに
集まり、出来るだけ面白いものを最後に残し、
プレゼントを一つずつ開けます。（注：クリス
マス前夜にプレゼントを開ける家族もいます
が、ちょっと違うと思います。）
　我が家は、伝統的なゲームをせず、ピアノ
の周りで歌を歌わず、映画のシーンのような
クリスマス行事は何もしません。むしろ、一日中もらったばかりのプレゼ
ントを使ってみたり、おいしいものをたくさん食べたり、ボードゲームや
おしゃべりをしたりします。そして、それはいつもすごく楽しいです。
　実家から６０００マイル離れて暮らしている今年は、自分の家にある
小さいトースターオーブンでシナモンロールを作ってみたいと思ってい
ます。

　People in Japan sometimes ask me what Americans do on 
Christmas. I can’t speak for all Americans, but let me tell 
you what we Blackwells do.

　First, we have breakfast. The main 
event is my mom’s delicious, butter-
and-sugar-packed cinnamon rolls. Like 
any breakfast, they’re best enjoyed with 
coffee and some bacon.
　Next, we open presents together. When 
I was younger, I would get up at 5 a.m. 
or so, too excited to sleep, but now we 
tend to start Christmas day activities 
around noon. Winter break is for relaxing, 
after all. We gather in the living room and 
unwrap our gifts one by one, leaving the 
most exciting ones for last. (Note: Some 
families open gifts on Christmas Eve 
night, but I’ve always found that weird.)
　In my family, we never play traditional 
games, sing songs around a piano, or 

do anything like that. Instead, we spend the rest of the day 
trying out the gifts we’ve just gotten, eating a lot of good 
food, chatting, and playing board games. It’s always a lot of 
fun.
　This year, living 6000 miles from home, I think I’ll try to 
make cinnamon rolls myself in my tiny toaster oven　

南房総市国際交流員

文・訳　ネイサン・ブラックウェル

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください!
　南房総みんみんネット「国際交流員:ネイサン」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=130

Merry Christmas!
メリークリスマス！

お
電
話

く
だ
さ
い
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教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
思

考
力
・
表
現
力
と
心
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
１
０
０
字
以
内
で「
あ
り
が
と
う
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
文
章
を
書
く「
百
字
で
伝

え
る
私
の
想
い
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

４
回
目
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
市
内
外

よ
り
２
４
０
４
通
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
気
づ
か
ず
見

逃
し
て
し
ま
う
出
来
事
に
目
を
向
け
て
、

そ
の
時
の
心
情
を
思
い
起
こ
し
、
百
文
字

の
文
章
に
つ
づ
り
ま
す
。

　

今
年
も
家
族
や
友
達
、
先
生
な
ど
身
近

な
人
に
あ
て
た
、
温
か
い
あ
り
が
と
う
の

手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
、

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

植
村
綾
香（
千
倉
小
４
年
）

　

私
が
下
校
す
る
通
学
路
の
と
中
、
お
ま

わ
り
さ
ん
が
、
み
ん
な
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
立
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。
天
気
が

悪
く
子
ど
も
達
が
あ
ま
り
通
ら
な
い
日
も

私
達
の
帰
り
を
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
き
を
つ
け
て
ね
。」と
や
さ
し
い
言
葉
を

あ
り
が
と
う
。

渡
邉
聖
仁（
三
芳
小
５
年
）

　
「
た
だ
い
ま
」と
、
つ
か
れ
た
よ
う
な
声

で
お
母
さ
ん
は
、
帰
っ
て
く
る
。
で
も
、

す
ぐ
に
夕
飯
を
作
っ
て
く
れ
る
。
ぼ
く

だ
っ
た
ら
、
休
む
こ
と
を
優
先
し
て
し
ま

う
。
で
も
、
お
母
さ
ん
は
、
作
る
。
今
度

は
、
ぼ
く
が
作
る
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
休
ん

で
ね
。

安
西
怜
治（
富
浦
小
６
年
）

　

ぼ
く
は
、
柔
道
を
や
っ
て
い
る
。
練
習

は
き
つ
い
し
師
範
が
こ
わ
い
。
だ
か
ら
た

ま
に
、
行
き
た
く
な
い
な
、
や
め
た
い
な
、

や
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
と
思
う
。
そ
ん
な

と
き
自
分
が
も
う
一
歩
、
が
ん
ば
れ
、
あ

き
ら
め
る
な
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
。
あ
り

が
と
う
自
分
。佐

久
間
瞳
衣（
嶺
南
中
１
年
）

　

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
毎
日「
お
か

え
り
。」と
迎
え
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
。
仕

事
で
疲
れ
て
い
て
も
、
笑
顔
で
家
族
を
支

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
笑
顔
で
、
私
は
部

臼
井
彩
夏（
千
倉
小
１
年
）

　

わ
た
し
は
、
た
て
や
ま
か
ら
ち
く
ら
小

へ
き
ま
し
た
。
よ
う
ち
え
ん
か
ら
の
と
も

だ
ち
は
ひ
と
り
も
い
ま
せ
ん
。
と
も
だ
ち

が
で
き
る
か
し
ん
ぱ
い
で
し
た
。
か
え
り

み
ち
の
バ
ス
で
ふ
た
ば
ち
ゃ
ん
が
、
い
っ

し
ょ
に
の
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
。安

達
愛
斗（
千
倉
小
２
年
）

　

ぼ
く
は
、
１
年
生
の
時
七
浦
小
だ
っ
た
。

つ
く
え
は
、
七
こ
。
休
み
時
間
や
き
ゅ
う

や
サ
ッ
カ
ー
や
一
り
ん
車
で
あ
そ
ん
だ
。

海
に
天
草
と
り
に
行
っ
て
み
ん
な
で
に
て
、

き
な
こ
と
フ
ル
ー
ツ
で
食
べ
た
。
高
つ
か

山
に
さ
く
ら
の
木
を
う
え
た
。
あ
り
が
と

う
七
浦
小
。

二
羽
美
空（
南
三
原
小
３
年
）

　

生
ま
れ
た
時
の
体
重
は
、
千
二
百
六
十
二

グ
ラ
ム
で
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ば
こ
ぐ
ら
い
の
赤

ち
ゃ
ん
で
し
た
。
お
母
さ
ん
の
お
な
か
を

切
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
美
し
い
空
へ
羽
ば

た
け
る
よ
う
に
と
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
、
わ
た
し
を
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。

活
の
疲
れ
も
い
や
さ
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
、

い
つ
も
、
や
さ
し
い
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

苅
草
由
衣（
富
浦
中
２
年
）

　

私
が
勝
て
た
の
は
、
曾
祖
母
の
言
葉
の

お
か
げ
だ
。
最
後
に
話
を
し
た
日
、「
続
け

る
の
が
大
事
。
が
ん
ば
れ
。」と
言
っ
て
く

れ
た
。
二
年
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
柔
道

の
試
合
の
日
の
朝
に
、
曾
祖
母
は
空
へ
と

旅
立
っ
た
。
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
。

星
野
深
羽（
富
浦
中
３
年
）

　

家
に
帰
る
と
、
毎
日
必
ず
聞
こ
え
て
く

る
皆
の
声
。
家
を
出
る
と
き
、
手
を
振
っ

て
見
送
っ
て
く
れ
る
姿
。
そ
の
一
つ
一
つ

が
私
の
毎
日
の
力
で
あ
り
、
明
日
へ
の
希

望
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
中
で
、

い
つ
も
変
わ
ら
な
い
温
か
さ
を
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。

【
一
般
の
部
】

宮
崎
宏
明（
白
浜
中
学
校
）

　

毎
朝
登
校
す
る
と
沸
い
て
い
る
ポ
ッ
ト

の
お
湯
。
廊
下
に
活
け
ら
れ
た
季
節
の

花
々
。
さ
り
げ
な
い
気
遣
い
が
学
校
を
潤

し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
今
日
も
笑
顔
で
頑

張
れ
る
。
ど
ん
な
激
励
よ
り
も
や
さ
し
く

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
。
同
僚
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
。

第
四
回「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」 

入
賞
者
発
表

応
募
総
数　

２
４
０
４
通
！

〜
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

最
優
秀
賞
作
品
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沼
野
法
子（
館
山
市
）

片
目
を
開
け
た
。

あ
〜
と
声
が
で
た
。

手
足
が
動
い
た
。

座
る
事
が
で
き
た
。

こ
の
喜
び
と
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

一
人
で
背
負
っ
た
重
い
荷
物
を

こ
こ
で
お
ろ
そ
う
よ
。

今
度
は
み
ん
な
で
そ
の
重
い
荷
物
を

分
け
あ
っ
て
が
ん
ば
る
か
ら
。

お
父
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

渡
会
克
男（
柏
市
）

　

友
よ
、
毎
年
段
ボ
ー
ル
箱
い
っ
ぱ
い
の

花
、
あ
り
が
と
う
。
子
ど
も
の
頃
あ
ん
な

に
い
じ
め
た
の
に
…
…
「
そ
ん
な
こ
と
、

わ
す
れ
た
」と
さ
ら
り
と
言
っ
て
。
花
の
香

に
僕
は
故
郷
の
海
と
風
を
思
い
出
す
。
す

る
と
、
ど
ん
な
に
寒
い
冬
で
も
春
の
よ
う

に
温
か
い
ん
だ
。

佐
藤
ゆ
き（
富
山
小
１
年
）

　

ナ
ル
ト
は
し
ば
け
ん
だ
け
ど
、
お
に
い

ち
ゃ
ん
み
た
い
で
す
。
わ
た
し
が
、
パ
パ
に

お
こ
ら
れ
て
、
な
い
て
い
る
と
、
パ
パ
を
お

こ
っ
て
く
れ
ま
す
。「
げ
ん
き
だ
し
な
。」
っ

て
は
な
を
く
っ
つ
け
て
、
な
ぐ
さ
め
て
く
れ

ま
す
。
ナ
ル
ト
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

関
口
敢
太（
富
山
小
２
年
）

　

よ
る
お
そ
く
に
た
っ
き
ゅ
う
び
ん
や
さ

ん
が
と
ど
け
に
き
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
が

「
よ
る
お
そ
く
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」と
言
う
と
、「
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

言
っ
た
ぼ
く
も
う
れ
し
い
気
も
ち
に
な
り

ま
す
。

座
間
健
瑠（
富
山
小
３
年
）

　

き
ゅ
う
食
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
、
い

つ
も
ぼ
く
た
ち
の
き
ゅ
う
食
を
作
っ
て
く

れ
て
本
当
に
か
ん
し
ゃ
し
て
い
ま
す
。
ぼ

く
は
き
ゅ
う
食
で
す
き
な
の
が
、
ハ
ン

バ
ー
グ
と
カ
レ
ー
で
す
。
ほ
か
の
も
す
き

で
す
。
ぼ
く
は
、
一
週
間
、
ほ
と
ん
ど
の

日
が
完
食
で
す
。

山
口
朋
希（
千
倉
小
４
年
）

　

い
つ
も
ぼ
く
の
好
き
そ
う
な
本
を
探
し

て
買
っ
て
き
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
。
お
母
さ
ん
の
選
ぶ
本
は
ど
れ
も
ぼ
く

の
心
に
大
ヒ
ッ
ト
！
お
か
げ
で
ぼ
く
は
読

書
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
に

な
っ
た
ら
今
度
は
ぼ
く
が
本
を
選
ん
で
あ

げ
る
ね
。

田
中
万
結（
富
山
小
５
年
）

　

私
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に「
あ
り
が
と
う
」

を
伝
え
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
、
大
変

な
の
に
、
四
人
兄
弟
の
一
番
上
と
し
て
、

悪
い
事
は
お
こ
っ
て
、
良
い
事
を
し
た
ら

ご
ほ
う
び
を
く
れ
た
り
や
さ
し
く
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、
大
好

き
で
す
。

二
羽
雄
大（
南
三
原
小
６
年
）

　

ぼ
く
が
将
来
、
林
業
の
仕
事
を
継
ぎ
た

い
と
つ
ぶ
や
い
た
時
、
重
機
に
乗
せ
て
く

れ
た
お
父
さ
ん
。

　

重
機
の
操
縦
を
教
え
て
く
れ
て
、
自
分

ひ
と
り
で
動
か
せ
た
と
き
は
、
す
ご
く
う

れ
し
か
っ
た
。
僕
も
い
つ
か
、
お
父
さ
ん

の
よ
う
な
林
業
師
に
な
り
た
い
。

白
川
か
や
子（
三
芳
中
１
年
）

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
。
私
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時
で

も
温
か
く
接
し
て
く
れ
る
。
学
校
で
疲
れ

て
も
、
家
に
帰
る
と
ホ
ッ
と
す
る
。
学
校

の
事
を
い
ろ
い
ろ
話
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ

ん
な
二
人
で
い
て
下
さ
い
。
本
当
に
い
つ

も
あ
り
が
と
う
。

小
澤
太
一（
富
山
中
２
年
）

　

地
域
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
僕
が

家
か
ら
学
校
に
向
か
う
途
中
に
笑
顔
で「
お

は
よ
う
」と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
な
に

げ
な
い
で
す
が
、
こ
の
一
言
で
僕
の
一
日

が
晴
れ
ま
す
。
楽
し
い
朝
の
ス
タ
ー
ト
を

僕
に
与
え
て
く
れ
る
地
域
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
。

吉
野
七
海（
富
山
中
３
年
）

　

家
族
に
贈
る
あ
り
が
と
う
。
私
に
と
っ

て
家
族
と
は
心
の
支
え
で
あ
り
、
大
き
な

存
在
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
泣
く
私
に

か
け
て
く
れ
る「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
ら
し

く
。」こ
の
言
葉
に
何
度
助
け
ら
れ
た
か
。

常
に
い
る
存
在
を
当
た
り
前
に
感
じ
て
は

い
け
な
い
。

【
一
般
の
部
】

河
野
光
貴（
白
浜
地
区
）

　

お
前
が
決
め
た
道
だ
か
ら
、
貫
い
て
こ

い
と
だ
け
言
っ
た
父
。
元
気
で
や
っ
て
い

る
の
か
と
、
句
読
点
も
打
て
な
い
メ
ー
ル

を
よ
こ
す
父
。
誕
生
日
、
カ
ラ
フ
ル
な
絵

文
字
と
お
め
で
と
う
の
言
葉
。
僕
の
心
に

も
火
を
灯
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
。

中
牧
千
佳（
白
浜
地
区
）

　

い
つ
も
私
か
ら
か
け
る
こ
と
の
な
い
電

話
。
そ
ん
な
私
に
電
話
を
掛
け
て
く
れ
る

父
。「
調
子
は
ど
う
だ
。」久
し
ぶ
り
に
聞
く

父
の
声
。
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
で
も
変
わ

ら
な
い
そ
の
声
に
、
な
ん
だ
か
心
が
じ
ん

わ
り
と
温
か
く
な
る
。
い
つ
も
本
当
に
あ

り
が
と
う
。

川
名
勝（
鋸
南
町
）

　

感
謝
の
気
持
ち
は
い
つ
か
伝
え
た
い
と

思
っ
て
は
い
た
。
日
焼
け
し
た
顔
で
笑
っ

て
い
た
母
の
姿
が
見
る
度
に
小
さ
く
な
り
、

優
秀
作
品
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差
し
の
べ
る
手
に「
あ
り
が
と
う
」と
小
さ

く
笑
っ
た
。

　
「
母
さ
ん
そ
の
言
葉
は
私
の
台
詞
だ
よ
」

今
こ
そ
心
か
ら「
あ
り
が
と
う
」

　

穗
積
由
樹
菜（
富
浦
小
１
年
）　

　

阿
部　

真
子（
富
浦
小
１
年
）　

　

野
口　
　

輝（
丸
小
１
年
）　

　

梶
山　

大
心（
白
浜
小
２
年
）　

　

冨
樫　
　

大（
千
倉
小
２
年
）　

　

眞
田　

芽
衣（
南
三
原
小
２
年
）　

　

渡
辺　

蓮
太（
富
浦
小
３
年
）　

　

関
上　

拓
叶（
南
小
３
年
）　

　

鈴
木
莉
桜
奈（
南
三
原
小
３
年
）　

　

神
作　

亜
弥（
三
芳
小
４
年
）　

　

鈴
木　
　

蓮（
南
三
原
小
４
年
）　

　

粕
谷　

寛
人（
和
田
小
４
年
）　

　

小
芝　

良
介（
南
小
５
年
）　

　

和
田　

葵
衣（
南
小
５
年
）　

　

北
見　

隼
人（
南
三
原
小
５
年
）　

　

粕
谷
り
ょ
う（
南
小
６
年
）　

　

伊
藤　
　

頼（
丸
小
６
年
）　

　

大
溝　

直
哉（
和
田
小
６
年
）　

　

木
村
奈
菜
未（
富
浦
中
１
年
）　

　

鎌
田　

陽
菜（
嶺
南
中
１
年
）　

　

御
子
神
七
海（
嶺
南
中
１
年
）　

　

森　
　

亮
太（
嶺
南
中
２
年
）　

　

磯
部　

颯
士（
嶺
南
中
２
年
）　

　

長
谷
川
由
香（
嶺
南
中
２
年
）　　

　

菅
崎　

友
美（
富
山
中
３
年
）　

表彰式

　

田
仲　

史
歩（
千
倉
中
３
年
）　

　

佐
久
間
浩
太（
嶺
南
中
３
年
）　

富
山
幼
稚
園　

年
長　

す
み
れ
組

　

南
房
総
市
教
育
の
日（
11
月
15
日
）中
央
行

事
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

最
優
秀

賞
の
皆
さ
ん
に
作
文
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
感
動
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
皆
さ
ん
に

は
、
賞
状
の
ほ
か
に
、
賞
品
と
し
て
自
分
の

作
文
が
印
刷
さ
れ
た「
房
州
う
ち
わ
」が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

特
別
賞

佳
作

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
、
工
場

や
商
店
、
農
業
・
漁
業
な
ど
の
事
業
の
た
め

に
用
い
て
い
る
構
築
物
や
機
械
、
工
具
、
器

具
、
備
品
な
ど
の
固
定
資
産
を
い
い
、
土
地

や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
は
、
平
成
27
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
状
況
の
申
告
が
毎
年

必
要
で
す
。

　

申
告
書
は
12
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
届

い
て
な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
が
な
い
も
の

　

鉱
業
権
・
漁
業
権
・
特
許
権
な
ど
の
よ
う

な
無
形
固
定
資
産
、
自
動
車
税
の
課
税
対
象

と
な
っ
て
い
る
自
動
車
な
ど

※ 

独
自
の
電
算
方
式
に
よ
る
申
告
の
場
合
は
、

全
資
産
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

郵
送
で
申
告
を
す
る
人
で
、
控
え
が
必
要

な
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
期
限　

２
月
２
日（
月
）

提
出
先　

税
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー

市
内
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
人

は
固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の
申

告
が
必
要
で
す

　

経
済
産
業
省
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を
受
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い

て
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る
課
税
標
準
の
特

例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　

発
電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
全
量
ま
た
は
余

剰
電
力
を
売
電
す
る
人

※ 

低
圧
か
つ
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
住
宅
等

太
陽
光
発
電
設
備
は
除
き
ま
す
。

対
象
設
備　

平
成
24
年
５
月
29
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
新
た
に
設
置

し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
設
備

※ 

家
屋
の
屋
根
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
固
定
資
産
税
の
家
屋
に
該
当
し
ま
す
。

耐
用
年
数　

17
年

軽
減
内
容　

対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
固
定

資
産
税
に
限
り
、
３
年
度
分
を
３
分
の
２
に

減
額

　

特
例
措
置
の
適
用
に
つ
い
て
の
申
請
書
類

は
、
償
却
資
産
申
告
書
と
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

☎ 

33
―
１
０
２
３

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に

係
る
課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て
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平
成
26
年
度
南
房
総
市
定
期
表
彰
式
が

11
月
7
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

功
労
表
彰

・
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
に
功
績

　

髙
木
幹
男
さ
ん（
和
田
地
区
）

・
農
業
委
員
と
し
て
産
業
振
興
に
功
績

　

加
藤
義
明
さ
ん（
三
芳
地
区
）

　

宇
山
久
男
さ
ん（
白
浜
地
区
）

　

川
名
紀
夫
さ
ん（
千
倉
地
区
）

　

込
山　

巖
さ
ん（
千
倉
地
区
）

　

坂
本
文
藏
さ
ん（
千
倉
地
区
）

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

11
月
６
日（
木
）に
、
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
再
任
を
含
む
新
委
員

10
人
に
石
井
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
28
年
９
月
ま
で
で

す
。
委
嘱
の
あ
と
、
会
長
に
飯
田
彰
一
委

員
、
副
会
長
に
佐
野
左
内
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
３
期
行
政
改
革
推
進
計

画
の
策
定
お
よ
び
市
行
政
改
革
の
進
捗
管
理

な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

 

石
井
洋
子
、
佐
野
左
内
、
金
木
久
代
、
八

代
弘
樹
、
黒
川
操
、
飯
田
彰
一
、
寺
澤
利

郎
、
関
壽
夫
、
鈴
木
房
宗
、
小
坂
英
介

定
期
表
彰
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請

平
成
27
年
産
水
稲
作
付
調
査
を

行
い
ま
す

行
政
改
革
推
進
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
有
権
者
の
申
請
に

基
づ
き
作
成
し
ま
す
。

　

農
業
実
行
委
員
な
ど
を
通
じ
て
申
請
書
を

配
布
し
ま
す（
白
浜
地
区
は
全
戸
配
布
）。
該

当
す
る
人
は
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
が
審
査
し
、
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
ま
す（
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
な
い
と
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
）。

　

申
請
書
は
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
27
年
１
月
１
日（
木
）か
ら

１
月
10
日（
土
）ま
で

提
出
先　

農
業
実
行
委
員（
白
浜
地
区
は
区
長
）

申
請
で
き
る
人

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
平
成
27
年
３
月
31
日
の
時
点
で
満

20
歳
以
上
の
人（
平
成
７
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。

① 

10
ア
ー
ル（
一
反
）以
上
の
農
地（
現
況
地

目
）の
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人

② 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕
作
を
営
む
人

の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

※ 

偽
り
の
申
請
は
法
律
に
触
れ
ま
す
。
正
し

く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧　

　

平
成
27
年
２
月
23
日（
月
）か
ら
３
月
９
日

（
月
）ま
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し

た
場
所
で
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会　

☎
33
―
１
０
８
１

　

選
挙
管
理
委
員
会  

☎
33
―
１
１
３
１

　

米
の
需
給
調
整
の
参
考
に
し
ま
す
の
で
、

左
記
に
該
当
す
る
人
は
、
農
林
水
産
課
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

連
絡
が
必
要
な
農
家

・ 

平
成
26
年
中
に
水
稲
の
作
付
を
し
な
か
っ

た
水
田（
借
地
を
含
む
）に
平
成
27
年
、
水

稲
の
作
付
を
予
定
し
て
い
る
農
家

・ 

新
た
に
市
外
の
水
田
を
借
り
受
け
、
平
成

27
年
に
水
稲
の
作
付
を
予
定
し
て
い
る
農

家連
絡
の
締
切　

12
月
25
日（
木
）

※ 

連
絡
の
あ
っ
た
農
家
に
、
報
告（
調
査
）用

紙
を
送
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
課　

☎
33
―
１
０
７
１

委嘱状を交付する石井市長

石井市長と表彰された皆さん
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１
月
５
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で　

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

１
月
15
日（
木
）午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で　

富
山
公
民
館

１
月
25
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
内
房
地
区
）

　
　

 

☎
20
―
４
０
６
０

　
　

 

健
康
支
援
課　

 

☎
36
―
１
１
５
２

期
限　

京
都
府
・
兵
庫
県
と
も

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

方
法　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

口
座
番
号　

　

０
０
１
６
０
―
１
―
５
８
６
８
２
８

口
座
加
入
者
名

　

 

日
赤
８
月
京
都
府
・
兵
庫
県
豪
雨
災
害

義
援
金　

12
月
26
日（
金
）ま
で

　

日
赤
８
月
兵
庫
県
豪
雨
災
害
義
援
金

　

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

郵
便
振
替　

振
込
手
数
料
免
除
。
受
領
書

希
望
は
、
通
信
欄
に「
受
領
書
希
望
」と
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

　
　

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

　

障
害
者
の
就
労
な
ど
社
会
活
動
の
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
運
転
免
許
取
得
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
、
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
４

級
ま
で
、
ま
た
は
千
葉
県
の
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
運

転
免
許
試
験
の
受
験
資
格
を
有
し
、
免
許

取
得
に
よ
り
就
労
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
社

会
活
動
へ
の
参
加
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人（
原
則
一
人
に
つ
き
１
回
に
限
り
ま
す
。）。

対
象
経
費　

入
所
料
、
教
材
費
、
検
査
料
、

教
習
料
、
検
定
料
、
仮
免
許
取
得
料
の
３

分
の
２
以
内

助
成
額　

上
限
額
は
10
万
円

申
請
時
期　

免
許
取
得
前
ま
た
は
取
得
後

の
６
か
月
以
内

　

社
会
福
祉
課　

☎
36
―
１
１
５
１

　

介
護
の
こ
と
、
介
護
保
険
の
こ
と
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い（
相
談
無
料
）。
で
き
れ

ば
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
例
年
12
月

か
ら
４
月
下
旬
ま
で
で
、
特
に
１
月
下
旬
か

ら
２
月
が
ピ
ー
ク
で
す
。

　

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
個
人

の
日
頃
か
ら
の
予
防
対
策
が
重
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
基
本
ポ
イ
ン
ト
を
参

考
に
予
防
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

感
染
経
路　
患
者
が
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し

た
と
き
の
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
病
原
体（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
）を
周
囲
の
人
が
吸

い
込
む
こ
と
に
よ
り
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る

こ
と
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
部

位
に
周
囲
の
人
が
触
れ
、
そ
の
手
で
自
分
の

目
や
口
、
鼻
を
触
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
感
染

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

潜
伏
期
間　
通
常
１
日
か
ら
３
日

　

発
症
直
前
か
ら
、
発
病
後
３
日
程
度
ま
で

が
感
染
力
が
特
に
強
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

症
状　
急
激
な
発
熱
で
発
症
、
38
か
ら

39
℃
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
達
し
ま
す
。
頭

痛
、
腰
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
全
身
倦
怠

感
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
咽
頭
痛
、
咳
な

ど
の
呼
吸
器
症
状
も
あ
り
ま
す
。　

予
防
法　

①
手
洗
い
・
う
が
い　

　

外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、

食
事
の
前
な
ど
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
必
ず
石
け
ん
と
流
水
で
充
分
に
手
洗
い

し
ま
し
ょ
う
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト　

　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
あ
る
人
は
マ
ス
ク（
不
織

布
製
）を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
咳
や

く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

ハ
ン
カ
チ
で
口
と
鼻
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

③
栄
養
と
休
養

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
、
休
養

を
充
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
適
度
な
温
度
・
湿
度
を
保
つ

⑤
人
混
み
を
避
け
る

⑥
早
め
の
受
診

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
思
っ
た

ら
早
め
に
医
療
機
関

で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
予
防
接
種

は
発
症
を
あ
る
程
度

抑
え
、
重
症
化
を
防

ぐ
一
定
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

〜
日
頃
か
ら
の
感
染
予
防
が
重
要
で
す
〜 健

康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

障
害
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得

助
成
事
業
に
つ
い
て

平
成
26
年
８
月
京
都
府
・
兵

庫
県
豪
雨
災
害
へ
の
義
援
金

〜
受
付
期
限
延
長
〜

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
介
護
個
別
相
談
会
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安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で

は
、
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き
、
広

域
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に
係
る
環
境

影
響
評
価
の
基
本
事
項
を
記
載
し
た
事
業

計
画
概
要
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
時
期　

12
月
19
日（
予
定
）か
ら

縦
覧
場
所　

県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
、

環
境
保
全
課
お
よ
び
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

縦
覧
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
平
日

　

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　

 

☎
22
―
５
６
３
３

　

県
で
は
、
自
動
車
税
の
未
納
額
を
減
ら
す

た
め
、
３
月
ま
で
を
滞
納
整
理
強
化
月
間
と

し
、
給
与
・
預
貯
金
・
自
動
車
な
ど
の
差
押

え
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
が
未
納
の
場
合
は
、
至
急
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
事

業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
事

業
計
画
概
要
書
の
縦
覧
を
し

ま
す

自
動
車
税
の
滞
納
処
分
を
強
化

　

館
山
県
税
事
務
所

　
　

☎
22
ー
７
１
１
７

　
　

県
総
務
部
税
務
課

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
１
２
７

 

※ 

自
動
車
差
押
え（
ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）実
施

例

　

個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
を
行
う
す
べ

て
の
人
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
所
得
税
の
申
告
の
必
要
の
な
い
人
も
記

平
成
26
年
１
月
か
ら

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
る

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
保
存
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
館
山
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

館
山
税
務
署　

個
人
課
税
第
１
部
門

　
　

☎
22
―
０
１
０
１

　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http:/w
w
w.nta.go.jp

　

今
年
度
か
ら
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」は
、
農
業
振
興
地

域
内
の
農
地
を
借
り
受
け
て
、
必
要
な
場
合

に
は
簡
易
な
基
盤
整
備
を
行
い
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
形
で
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
、
公
的

機
関
で
す
。

　

現
在
、
２
回
目
の
農
地
の
借
り
手
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
営
面
積
の
拡
大
や
農

地
交
換
に
よ
る
農
地
集
約
を
検
討
し
て
い
る

担
い
手
が
対
象
と
な
る
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、
平
成
27
年
１
月
９
日
ま
で
に
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
地
を
貸
し
た
い
人
は
、
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
房
総
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
28
―
４
５
９
５

　
　

千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
３
０
１
１

農
地
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
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11
月
４
日
、「
夢
ま
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
寄
贈
式
」
が
県
庁
で
行
わ
れ
、
南
房

総
市
を
含
め
た
県
内
５
市
区
町
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
夢
ま
る
ふ
ぁ
ん
ど
委
員
会
」
は
、
平
成

17
年
に
千
葉
日
報
社
、
千
葉
テ
レ
ビ
放
送
、

ベ
イ
エ
フ
エ
ム
、
千
葉
県
遊
技
業
協
同
組

合
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
、
平
成
18
年
か
ら
寄

贈
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
防
災
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
２

市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
重
ね
、

今
年
７
月
19
日
か
ら
21
日
の
３
日
間
、
開

催
さ
れ
た
「
南
房
総
ま
る
グ
ル
」
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
南
房
総
白
浜
海
女
ま
つ
り
と

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ご
当
地
グ
ル

メ
の
海
女
カ
レ
ー
の
開
発
や
、
海
女
コ
ン

テ
ス
ト
で
選
ば
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
【
ホ
ワ
イ

ト
ビ
ー
チ
】
を
結
成
す
る
な
ど
、
全
国
各

地
で
「
ま
る
ご
み
」「
ま
る
グ
ル
」
を
通
じ

た
イ
ベ
ン
ト
で
南
房
総
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ　

Ｂ
ａ
ｙ
ｆ
ｍ
の
自
身
の

番
組
で
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
地
域
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
幅
広
い
宣
伝
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的
な
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、

観
光
大
使
の
委
嘱
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
西
真
理
子
、
川
名
香
代
子

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
「
ま
る
ご
み
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
活
躍
中
の
Ｄ
Ｊ　

Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

さ
ん
を
観
光
大
使
に
任
命
し
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
さ
ん
は
、
東
日
本
大

震
災
を
き
っ
か
け
に
、
２
０
１
３
年
１
月

の「
ま
る
ご
み
南
房
総
」を
実
施
。
そ
の
後
、

　

昭
和
51
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
今
回
で
38
回
目
を
数
え
、

厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
16
チ
ー
ム
が

10
月
30
日
（
木
）
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

安
房
代
表
と
し
て
３
連
覇
を
果
た
し
て

臨
ん
だ
富
山
幼
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
初
戦
は
勝
浦

市
立
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
２
回
戦
は
香
取

市
立
佐
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
ス
ト
レ
ー
ト

で
破
り
準
決
勝
へ
、
富
津
市
立
青
堀
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
退
け
、
念

願
の
決
勝
へ
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

前
回
大
会
３
位
の
強
敵
、
旭
市
立
第
二

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
迎
え
て
の
大
一
番
、
逆

転
に
よ
る
逆
転
の
フ
ル
セ
ッ
ト
で
勝
利
し
、

見
事
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
（
順
不
同
、

敬
称
略
）

監
督　

三
堀
孝
敬

コ
ー
チ　

川
名
正
巳

選
手　

小
藤
田
吏
絵
、
松
坂
久
美
子
、
髙

山
淳
子
、
馬
場
悦
子
、
長
谷
川
知
子
、
廣

田
芳
美
、
諸
岡
理
恵
、
座
間
敦
子
、
下
山
梢
、

渡
辺
奈
保
子
、三
堀
恵
里
奈
、小
池
め
ぐ
み
、

 

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
大
会

　

  

富
山
幼
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
初
優
勝
！

ま
ち
の
話
題
　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た

11月6日の委嘱状交付式のようす

優勝を飾った富山幼小ＰＴＡバレーの皆さん
 

３
人
目
の
観
光
大
使
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
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決
勝
は
、
個
人
戦
の
優
勝
者
３
人
を
擁
す

る
大
原
中
と
対
戦
し
、
３
対
２
で
勝
利
し
、

優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

個
人
戦
で
は
、
66
㎏
級
に
出
場
し
た
嶋
田

充
赳
さ
ん
が
優
勝
、
90
㎏
級
で
平
野
広
将
さ

ん
が
準
優
勝
、
60
㎏
級
で
平
野
龍
也
さ
ん
が

３
位
、
ベ
ス
ト
８
に
50
㎏
級
で
平
野
修
豊
さ

ん
、
55
㎏
級
で
髙
木
龍
哉
さ
ん
、
73
㎏
級
で

木
曽
翔
太
さ
ん
が
入
る
な
ど
、
各
階
級
で
上

位
入
賞
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
発
揮

さ
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

団
体
戦
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

　

先
鋒　

平
野
龍
也

　

次
鋒　

嶋
田
充
赳

　

中
堅　

木
曽
翔
太

　

副
将　

平
野
広
将

　

大
将　

母
壁
龍
一

　

補
欠　

髙
木
龍
哉
、
安
西
智
哉

　

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
は
、
全
国
で

３
７
２
校
が
加
盟
し
、
毎
年
１
回
、
年
次
大

会（
全
国
大
会
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の

予
選
と
な
る
の
が
、
県
大
会
、
関
東
大
会
で

す
。

　

安
房
拓
心
高
校
２
年
生
の
早
坂
美
香
さ
ん

は
、
意
見
発
表
会
に
出
場
し
、
県
大
会
・
関

　　

渡
邊
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
国
勢
調
査
員

に
任
命
さ
れ
て
以
来
10
回
の
国
勢
調
査
や

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
も
調
査
員
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
調

査
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
重
要
性

を
深
く
認
識
し
た
長
年
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
２
日
に
八
街
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
た
、
県
中
学
新
人
柔
道
大
会
で

白
浜
中
柔
道
部
が
、
35
年
ぶ
り
２
回
目
の
団

体
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
40
校
が
参
加
し
た
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
白
浜
中
は
、
２
回
戦
で
鎌
ヶ
谷
中
、
３

回
戦
で
柏
第
二
中
、
準
々
決
勝
で
大
多
喜
中

を
破
り
、
準
決
勝
で
は
体
格
で
一
回
り
大
き

な
銚
子
第
五
中
を
破
り
決
勝
に
進
出
。

市長に優勝報告をする白浜中柔道部の皆さん

 
白
浜
中
柔
道
部　

県
新
人
柔
道

大
会　

35
年
ぶ
り
２
度
目
の
団
体

優
勝
！　

個
人
戦
66
㎏
級
も
制
す

 

平
成
26
年
秋
の
叙
勲
（
瑞
宝
単

光
章
）

 

第
65
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
・
平
成
26
年
度
沖
縄
大

会
意
見
発
表
会
に
安
房
拓
心
高
生

徒
が
出
場

東
大
会
を
最
優
秀
で
通
過
し
、
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

発
表
題
目
は「
出
荷
箱
に
込
め
ら
れ
た
思

い
に
気
づ
い
た
私
」で
、
内
容
は
、「
花
農
家
に

生
ま
れ
、
中
学
時
代
、
進
路
に
迷
っ
て
い
た

彼
女
は
父
親
と
東
京
大
田
市
場
に
出
か
け
、

そ
こ
で「
美
香
の
花
」と
名
前
が
付
け
ら
れ
、

取
引
さ
れ
る
花
を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
農
業

を
継
ぐ
意
思
を
固
め
た
」と
い
う
も
の
で
す
。

全
国
大
会
で
は
、
上
位
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
沖
縄
の
地
で
堂
々
と
発
表
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
代
表
と
し
て
平
板
測
量
競
技
に

青
木
智
弥
さ
ん
、
青
木
信
人
さ
ん
、
武
田
良

助
さ
ん
、
岡
野
武
さ
ん
が
出
場
。

　

農
業
鑑
定
競
技
に
は
本
間
陸
さ
ん
、
沼
野

哲
之
さ
ん
、
渡
辺
大
輝
さ
ん
が
出
場
し
、
ク

ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
に
大
坂
優
介
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

農
業
鑑
定
競
技
に
出
場
し
た
、
沼
野
さ
ん

（
農
業
土
木
区
分
）、
渡
辺
さ
ん（
畜
産
区
分
）

が
優
秀
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

渡邊惠美子さん
（千倉地区）
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２
月
19
日（
木
）に
本
人
へ
通
知

し
ま
す
。

　 

　

安
房
特
別
支
援
学
校　

　
　
　

  

館
山
聾
分
校

　
　
　

  

〒
２
９
４
―
０
０
５
５

　
　
　

  

館
山
市
那
古
１
６
７
２
―
７

　
　
　

 

☎
27
―
２
４
９
０

　
　
　

 

FAX 

27
―
４
９
５
６

　

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
安

房
保
健
所
）で
は
、
平
成
26
年
度

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

と
き　

平
成
27
年
1
月
24
日（
土
） 

　
　
　

午
後
０
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

安
房
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
安
房
保
健
所
）

定
員　

20
組

参
加
費　

３
５
０
０
円

そ
の
他　

実
技
講
習
が
あ
り
ま
す

の
で
、
飼
い
犬
同
伴
と
な
り
ま
す

（
人
の
み
も
可
）。

　 

　

 

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
22
―
４
５
１
１

　

市
が
策
定
を
進
め
て
い
る「
第

３
期
南
房
総
市
行
政
改
革
推
進
計

画
・
財
政
健
全
化
計
画
」（
案
）に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　

本
計
画（
案
）は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
将
来
を
支
え
る
健
全

な
行
財
政
基
盤
の
確
立
と
、
効
率

的
で
効
果
的
な
市
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
、
目
的
と
し
た
計
画
で
す
。

閲
覧
場
所　

行
革
財
政
課
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
・
募
集
期
間　

12
月
22
日

（
月
）か
ら
平
成
27
年
1
月
21
日

（
水
）ま
で

提
出
方
法　

指
定
用
紙
に
意
見
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、
行
革
財
政
課
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

　

行
革
財
政
課

　
　

☎
33
―
１
０
２
２

　

館
山
聾
分
校
で
は
、
幼
稚
部
の

入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
相
談
を
平
成
27
年
１
月
９
日

（
金
）ま
で
、
行
い
ま
す
。

応
募
資
格　

平
成
21
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

子
ど
も
。

　

こ
と
ば
・
発
達
な
ど
に
遅
れ
の

み
ら
れ
る
子
ど
も

募
集
人
数　

３
歳
児
か
ら
５
歳
児

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

提
出
書
類　

入
学
願
書
、
身
体
障

害
者
手
帳
も
し
く
は
、
療
育
手
帳

の
写
し
ま
た
は
、
障
害
が
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
診
断
書
、
返
信
用

封
筒

※ 

願
書
は
、
館
山
聾
分
校
に
あ
り

ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
27
年
１
月
19
日

（
月
）か
ら
１
月
30
日（
金
）の
平

日受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

入
学
者
選
考
日　

平
成
27
年
２
月

13
日（
金
）

＊ 

入
学
許
可
候
補
者
の
発
表
は
、

有料広告

 

第
３
期
南
房
総
市
行
政
改
革

推
進
計
画
・
財
政
健
全
化
計

画
に
つ
い
て
の
意
見

 

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室
開
催

12月の12月の11月21日（金）に実施されました
● 南房総市議会第４回定例会を招集
● 第 6回南房総市産業まつり

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

　11月定例記者会見

ぼ
し
ゅ
う

 

県
立
安
房
特
別
支
援
学
校
館

山
聾
分
校
幼
稚
部
の
入
学
者

募
集

有料広告
 組合員・准組合員の皆様へ
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・ 

大
房
岬
ビ
オ
ト
ー
プ
計
画
〜
生

き
物
の
生
息
場
所
を
つ
く
ろ

う
！
〜
「
不
動
滝
の
手
入
れ
」

と
き　

平
成
27
年
１
月
20
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

・ 
大
房
の
桜
を
守
る
！
〜
「
桜
守
」

に
な
っ
て
名
所
づ
く
り
し
ま
せ

ん
か
？
〜

　
「
桜
を
育
て
る
間
伐
体
験
」

と
き　

平
成
27
年
１
月
28
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

大
房
岬
自
然
公
園

参
加
費　

無
料

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　 

　

大
房
岬
自
然
公
園

　
　
　

 

☎
33
―
４
５
５
１

　

E
メ
ー
ル
：

　

park_taibusa@
chiba-ns.net

　

た
き
火
料
理
が
で
き
る
公
園

で
、
み
ん
な
で
、
お
い
し
い
ご
飯

を
作
っ
て
食
べ
よ
う
。
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

と
き　

平
成
27
年
１
月
25
日（
日
）   

　

安
房
の
小
湊
で
生
ま
れ
た
偉
人
に
、
日
蓮
聖
人
が
い
ま
す
。

　

日
蓮
は
、
清
澄
山
に
登
っ
て
仏
教
を
学
ん
で
、
日
蓮
宗
を
開
き
、
建

長
５
年（
１
２
５
３
年
）鎌
倉
に
渡
り
、
布
教
を
は
じ
め
た
の
で
す
が
、

「
法
華
教
を
信
じ
な
け
れ
ば
国
難
が
く
る
。」と
予
言
し
て
諸
宗
を
責
め
、

幕
府
を
批
判
し
た
た
め
、
佐
渡
へ
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
永
８
年（
１
２
７
１
年
）10
月
28
日
に
日
蓮
を
乗
せ
た
小
船
が
佐
渡

へ
向
か
い
ま
し
た
が
、
荒
れ
狂
う
波
の
た
め
、
船
底
の
栓
が
取
れ
て
、

浸
水
が
始
ま
り
、
沈
没
し
そ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
ど
こ
か
ら
現
れ
た
か
大
き
な
鮑
あ
わ
びが

水
の
入
り
込
ん
で
い
る
栓
の
穴
を
、
ぴ
た
り
と
ふ
さ
い
で
く
れ
た
の
で

す
。
お
か
げ
で
浸
水
は
止
ま
り
、
日
蓮
は
危
う
く
難
を
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

　

日
蓮
を
救
っ
た
鮑
の
貝
殻
が
、
和

田
町
小
川
の
日
蓮
宗
妙
達
寺
の
檀
家

で
あ
る
押
元
家
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
貝
殻
に
は
、「
南
無
妙
法
連

華
経
」と
い
う
字
が
刻
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

押
元
家
で
は
、
こ
れ
を
家
宝
と
し

て
、
永
く
後
世
に
残
し
た
い
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

第 104 話
生稲謹爾

「日蓮を
救った鮑」

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　

午
後
１
時
ま
で

と
こ
ろ　

大
房
岬
自
然
公
園

料
理
名　

ア
ツ
ア
ツ
５
種
の
お
や

き（
菜
花
ほ
か
）と
旬
の
は
ば
の
り

ス
ー
プ

参
加
費　

　

中
学
生
以
上　

２
０
０
０
円

　

小
学
生
以
下　

１
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

定
員　

30
人

　 

　

大
房
岬
自
然
公
園

　
　
　

 

☎
33
―
４
５
５
１

　

地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の
耐
震

性
の
相
談
。
要
予
約
、
相
談
無
料
。

と
き　

平
成
27
年
１
月
７
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

と
こ
ろ　

和
田
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」

　 

　

管
理
課

　
　
　

 

☎
33
―
１
１
０
２

 

大
房
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
ラ
ン
チ

 

住
宅
耐
震
相
談

 

大
房
岬
自
然
公
園

　

  

自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

そ
う
だ
ん

総人口（－40）
41,108人
男（－15）
19,707人
女（－25）
21,401人
世帯数（＋14）
17,317世帯

出生 9人

死亡 50人

転入 53人

転出 52人

人口の動き
（　）内は前月比※外国人住民を含みます。

（平成26年12月1日現在）
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と
み
う
ら
文
化
祭
は
、
昭
和
37
年
か
ら
続
い
て
い
る
歴

史
あ
る
文
化
祭
で
、
今
年
で
52
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
全
体
で
開
催
さ
れ
て
い
る
文
化
祭
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
達
の
作
品
を
富
浦
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た
い
、

も
っ
と
身
近
な
所
で
発
表
の
場
を
設
け
た
い
、
そ
の
よ
う

な
思
い
か
ら
、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
を
会
場
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
11
月
３
日（
月
）の
文
化
の
日
に
開
催
。
富
浦

地
区
の
公
民
館
サ
ー
ク
ル
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
来
場
し
ま

し
た
。
写
真
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
書
道
、
手
編
み
、
郷

土
文
化
研
究
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
道「
和
会
」の
抹
茶
の
無
料
提
供
や
、
富
浦
地

域
づ
く
り
協
議
会「
さ
ざ
な
み
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
自
立

研
究
会
、
富
浦
漁
業
協
働
組
合
に
よ
る
販
売
も
盛
況
で
し

た
。

　

第
１
回
の
開
催
か
ら
50
年
以
上
が
た
ち
、
参
加
者
も
高

齢
化
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
、
作
品
を
作

る
喜
び
を
生
き
が
い
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

代
表　

石
井
康
夫

☎
33
―
３
５
２
５

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
12
月
号

平
成
26
年
12
月
11
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

市
民
活
動
団
体
の
紹
介

　

〜
と
み
う
ら
文
化
祭

　
　
　
　
　

  

実
行
委
員
会
〜

　
　
　

会
長　

石
井
康
夫　

委
員
10
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

たくさんの人が訪れました


